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Abstract 
This paper is chiefly concerned with the expIanation of difference of measurement value of 
timing control between day students and night students of this Vniversity before and after they take 
exercise. The purpose of this treatise is to furnish instructors with much information in guiding 
night students when they teach not merely Physical Training， but other suhjects as well. 
1. 緒言
本学には，昼間の工学部 (4年制)と夜間のエ学部2部 (5年制)がある。 両学生の運動前
(授業前)と運動後の TitningConttol (以下 ToCと略す)測定値の差異を比較し， 2部学生に対
する正課体育および他授業の教育上の参考資料として本研究を試みた。
2. 調査対象
学部学生 (4年制) 1年目 44名 参考 空手部学生 18名
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検査項目 (1-1)(1-3) (3-3) 
i) 運動後(ハーバードステップ3分負荷後)
検査項目 (1-1)(1-3) (3-3) 
???? ? ー???????
?
検 1" 1" I (1-1)'と略す。
査 I 1"十一一-3" I (1-3)と略す。項~ ~ 




i) i)共， 各項目毎に3回測定してその平均値をとった。 なお検査実施前器具の説明をし
て 1-2回練習させた。
4. 結果と考察





いるが，あとの 5項目は 5%水準で有意の差が認められなかったので， 2群は一応等質である
と考えて Bから以下の考察を行なった。
表-2 測定前の学部学生 (4年制)と 2部学生 (5年制)の体格，運動能力の比較
項~~日~区、~分 4(年n生=4(4Z)1) すF(Z2)54) .71-:1附2 t検定
3・1 5， "'2 52 
身 長 167.12 5.51 166.75 5.33 0.37 0.61 
体 重 57.96 6.81 57.21 6.34 0.75 0.87 
胸 囲 88.65 4.10 87.82 3.89 0.83 2.38* 
背 筋 力 141.21 20.11 141.78 20.19 -0.57 0.06 
主霊 直 跳 54.89 5.08 54.03 5.01 0.86 1.61 











表-3 運動前後の頻数分配表 (段階単位 1/100秒)
学部学生 (4年制) 2部学生 (5年制)
(1-1) ① (1-1) ② 
頻 数 頻 薮
段 階 前 後 段 階 前 後
0.4 -x 。 2 0.4 -x 。 。
0.35'""0.4 。 1 0.35-0.4 。 3 
0.3 -0.35 1 3 0.3 -0.35 2 3 
0.25-0.3 1 1 0.25-0.3 1 5 
0.2 -0.25 2 1 0.2 -0.25 3 4 
0.15-0.2 3 3 0.15-0.2 7 8 
0.1 -0.15 7 13 0.1 -0.15 10 7 
0.05-0.1 14 10 0.05-0.1 10 6 
-0 -0.05 6 。 -0 -0.05 4 。
+0 -0.05 1 1 十O -0.05 3 1 
0.05-0.1 3 。 0.05-0.1 2 1 
0.1 -0.15 3 5 0.1 -0.15 3 5 
0.15"""0.2 1 1 0.15-0.2 4 。
0.2 -0.25 1 。 0.2 -0.25 。 5 
0.25-0.3 。 。 0.25-0.3 。 2 
0.3 -0.35 。 。 0.3 -0.35 1 。
0.35-0.4 1 1 0.35-0.4 。 2 
0.4 -x 。 2 0.4 -x 4 2 
計 44 44 計 54 54 
t -0.047 -0.078 ヨr -0.029 -0.057 




図-1 運動前の頻数分聞図 (1-1) 
(470) 
学部学生と 2部学生の運動前後における TimingControl測定値の差異について 471 
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学部学生 (4年制) 2部学生 (5年制)
(1-3) ③ (1-3) ④ 
頻 数 頻 数
段 階 前 後 段
階 前 後
0.4 -x 4 13 0.4 -x 6 25 
0.35-0.4 6 2 0.35-0.4 8 1 
0.3 -0.35 1 6 0.3 -0.35 5 6 
0.25-0.3 5 6 0.25-0.3 3 2 
0.2 -0.25 6 5 0.2 -0.25 5 3 
0.15-0.2 9 6 0.15-0.2 4 3 
0.1 -0.15 6 。 0.1 -0.15 6 。
0.05-0.1 。 。 0.05-0.1 3 。。-0.05 1 。 -0 -0.05 1 。
+0 -0.05 。 。 十O -0.05 1 。
0.05-0.1 1 。 0.05-0.1 1 。
0.1 -0.15 1 1 0.1 -0.15 2 2 
0.15-0.2 1 。 0.15-0.2 1 2 
0.2 -0.25 1 I 0.2 -0.25 3 。
0.25-0.3 1 。 0.25-0.3 3 。
0.3 -0.35 。 1 0.3 -0.35 。 2 
0.35-0.4 。 2 0.35-0.4 。 2 
0.4 -x 1 1 0.4 -エ 2 6 
言十 44 44 計 54 54 
2‘ -0.178 -0.232 、々 -0.173 0.272 





図-2 運動前の頻数分配図 (1-3) 
(472) 
学部学生と 2部学生の運動荷絵Jとおける Timing，Control測定値の差異について 473 
(3;-3) ⑤ 
表-3 運動前後の頻分配表 (段階単位U1，QO秒)
学部学生 (4年制) 2部学生 (5年制)
(3-3) @ 




















































































































分配され，特に 2部学生は著しい。 京た Timingも両者共よくないが， 2部学生の方が変化が
大きく結果は悪い。






























百2ar5 0.1 0.05.:ュO;tQ.05的 0.1502 0.25' 0.3 0.3504χ 
←段階→
図 4 運動後の頻数分配図 (1-1) 



































図-6 運動後の頻数分配図 (3-3) 
(476) 






-0.05， -0.1， +0.05， +0.1の範囲内には分配されていないことが注目される。また変化が大
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人I員 4 一学部学生
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図-10 運動前と後の変化値頻数分配図 (1-1) 
(478) 
学部学生と 2部学生の運動前後における TimingControl測定値の差異について 479 




いる。特に 2部学生の方が-0.4から -xに多く分配されていることが注目される。また， (+) 
運動前





-χ04 0.35 0..3 02502 0.1501 0.5-0+0.0.50.1 0.1502 0.250.3 0.350品 χ
←段階→





































図-14 学部学生と 2部学生の運動前と後の比較 (3-3)
(480) 















a. (1-1)の場合 表-4，図-17，18， 19参照
ζの表および、図から，平均値において運動前ではー0.025，運動後で -0.005と後の方が値













χ04 0.350.3 02502 0.15 01 005-0+0050.1 015 02 02503 03504χ 
←段階→
図 18 空手部学生の運動前と後の比較
f1-1) ...0臼柱 (1-3) ー黒柱
T5 関
門関図悶日開川副日開門日 開-
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表-5 学部学生 (4年制)と 2部学生 (5年制)の運動前と
後における TimingControl測定値の比較
\項~区'''--自\\\A H 5年(n制z54(z)z) 4年(n制=44(Z)2) :1"1 -3"2 
2・1 SI "'2 S2 
-0.029 0.184 -0.47 0.04 0.018 
運動前 1-3 -0.173 0.239 -0.178 0.191 0.005 
3-3 -0.20 0.27 -0.196 0.208 0.004 
-0.057 0.221 -0.078 0.192 0.021 
運動後 1-3 -0.272 0.317 -0.232 0.235 -0.-04 
3-3 0.286 0.344 一0.26 0.275 -0.026 
-0.028 0.129 -0.031 0.091 0.003 
変化値 1-3 0.089 0.182 -0.054 0.101 -0.035 
3-3 0.086 0.198 -0.064 0.117 -0.022 
















いことは Timingが良好でないことを意味し， この要因として考えられる点は， B-(4トcで示
したと同一で、あるが，要点としては下記の通りである。






両者ともに測定結果から考えられる ζ とは，点火時間，時間間隔の短かい (1-1)の場合に
測定値の変動が少ないβ これは運動前，後および疲労の有無に関係なく反応時間が短かい場合
光刺戟，時間的空間知覚反応もそれ程影響がなく測定値に大きな変動が見られなかった。また
肉体的精神的な影響も少ないと判断する。点火時間，時間間隔が長い (1-3)，(3-3)の場合，運
動前，後ともに測定値の変化が大きい。乙れは点火時間，時間間隔が長いため光刺戟，空間知
覚に対する反応も不定安となり，肉体的精神的な影響も大きいことが判明した。また運動前と
後では，後の変化が大である。これほ運動負荷による結果が現われたものである。学部学生と
2部学生いずれも (1-1)の場合は大きな差異が認められなかったが (1-3)，(3-3)の場合，その
差異が認められ2部学生の方が変化が大きいことが判明した。 ζれは T.C測定値の総括での
ベた結果からと考えられる。
著者らが都会に行って感ずる乙とで l日全然肉体的労働をしなくても 1日まちを歩く乙と
によって疲労を覚える。これは周囲に対する注意，混雑からくる神経疲労である。乙の事実が
2部学生の測定の時期に現われ，測定結果が明らかに 2部学生の方が大きな変化が認められた
点から，授業前において若干の疲労があることが判明した。
空手部学生の測定結果から見られた現象に運動前より運動後の方が変化が少なかったこと
と(+)に分配が多いことは，結局，日常よくトレ戸ニングを行なっている学生においてはこの
ような結果が測定され，これは運動を負荷することが，即ち，体調を整えるための準備運動的
な役割となってあらわれている点，ウオ戸ミング・アップの必要性とその時間等の問題も，この
研究から一歩進んで研究する一つの指針になった。また 2部学生が学部学生より若干であるが
その差異が認められたことから，今後の 2部学生に対する実技指導，正課体育の教材の選択お
よび他授業との関連性等について無視出来ないと考える。
これらの問題解決に本研究が参考になれば幸いと思いす。 (昭和40年3月日 13受理)
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